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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・朱夏より…西Ａユニット浴室の排水溝の髪詰まりの際は上蓋のみではなく、中の方に

３つ外す箇所があるため、全部外し掃除するようにとの事です。

＜患者様連絡事項＞

中島　純子様～本日、新型インフルエンザ予防接種行っています。接種後の不調の訴えはありません。

高森　敦子様～本日、季節性インフルエンザ予防接種行っています。

　　　　　　　本人より外泊希望あり、主治医より許可出ています。

　　　　　　　　日時：11/25(水)10：30～11/27(金)19：00　夕食はいらないとの事。

　　　　　　　又、面談の日時について本人から妹様へ連絡し、11/30(月)10：30で了承されています。

津嶋　イチ子様～肩痛ありアスモロール処方となっていますが、テープでかぶれているため、本日主治医へ報告しナパゲルン軟膏１本処方となっています。

戸賀沢　潔様～他者へコーヒーを振舞っていること多く見られ、スタッフが介入していますが了解の悪さ見られているため、その都度介入行ってください。又、他者とのトラブルにも注意し観察行ってください。

田中　とみ様～牛乳禁となっていますが、本人が間違えて牛乳を取ってしまうとの情報あり。朝食時、誘導に付いたスタッフは介入し日清のスタッフからヨーグルトを貰うようにして下さい。

　　　　　　　又、第３期のプログラムが主治医より許可となっています。プログラム作成担当者より、外出・泊や家族勉強会は日程をみて家族へ連絡行ってくださいとの事です。

金沢　洋子様～昨日発熱あり。本日、主治医へ報告し本日より12/8(火)まで予測指示出ています。

　　　　　　　　・38.5℃以上の発熱時、アンヒバ坐薬１個挿肛

山田　隆雄様～手の荒れや固形石鹸の使用量の多さ等あり、現在石鹸の使用について計画を立て実施中です。現在、使用中の石鹸と予備の１つは12/4(金)までもたせるよう担当スタッフと話し合っている為、買物に付いたスタッフは把握し本人より購入希望あった際は、目標の日まで石鹸の購入を控えるよう介入行ってください。

＜皮膚科診察＞

木村　忠史様～左大腿部の掻痒感訴え、急性湿疹でデルモゾールＧ軟膏塗布の指示出ています。

掻痒感継続してあるとの事から、臨時薬処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×朝・夕　７日分

八森　正様～両足の掻痒感の訴えあり、白癬でケルガー軟膏塗布の指示出ています。

掻痒感継続してあるとの事から、臨時薬処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×朝・夕　７日分

菅井　浩子様～肩の掻痒感の訴えあり、急性湿疹でデルモゾールＧ軟膏塗布の指示出ています。

古川　富蔵様～背部の掻痒感の訴えあり、急性湿疹でデルモゾールＧ軟膏塗布の指示出ています。

　　　　　　　
清水　進様～掻痒感継続してあるとの事から、処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×朝・夕　７日分

宮本　建蔵様～掻痒感継続してあるとの事から、臨時薬処方となっています。

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×朝・夕　７日分

石切　久様～掻痒感継続してあるとの事から、臨時薬処方となっています。

ネオファーゲンＣ(肝臓疾患用剤)６Ｔ　３×ndE　７日分

春本　司郎様～掻痒感継続してあるとの事から、臨時薬処方となっています。

ネオファーゲンＣ(肝臓疾患用剤)６Ｔ　３×ndE　７日分

タベジール(抗ヒスタミン剤)２Ｔ　２×朝・夕　７日分　

高森　敦子様～急性湿疹は治癒との事で皮膚科終了となっています。

＜ＳＳＴ評価及び検討＞

先週のＳＳＴの振り返り行っています。

Ｂグループ…(全体の総括)

　　　　　　穏やかな雰囲気で取り組まれている。困っている事がある患者様へアドバイスされている。皆様積極的に発言されている。

　　　　　　(振り返り)

　　　　　　短期目標の振り返りは行っているが、ロールプレイ等の場面設定を行っていない。次回はロールプレイへ繋げられるようアプローチする必要がある。

Ｃグループ…(全体の総括)

　　　　　　目標はだいたい同様の内容としているがロールプレイの内容を決め実施するまでに時間を要したり患者様に理解して頂くまでに苦労した。スタッフより個人個人へ問いかけると返答はするが自発性に乏しい印象であった。

　　　　　　(振り返り)

　　　　　　発言者は少ないがコリーダーのフォローによりロールプレイへ繋げられた事を評価。

※１グループの人数が多いとの意見出ています。再度、検討予定としています。

